
授業科目名 担当講師名 対象学年 
教育方法論 益満 久美 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） １年生教室 後期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、幼稚園教諭として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 乳幼児期、教育、保育、遊び、幼児教育、小学校教育 

到達目標及び 
事前学習 

教育の方法に関する理論的知識を習得する。乳幼児期の教育の方法に関

する基本原理を理解し、説明できる。保育現場における実践を構想できる。

幼児期にふさわしい教育方法。幼児の主体的な生活を基盤とする保育。遊

びのなかまの学びを育む保育。方法としてのさまざまな保育形態。保育に

おける評価。幼児期の教育と小学校教育の関係 

１ 幼児期にふさわしい教育の方法 

２ 幼児の主体的な生活を基盤とする保育 

３        〃 

４ 遊びのなかの学びをはぐくむ保育 

５        〃 

６ 方法としてのさまざまな保育形態 

７ 保育における評価 

８ 幼児期の教育と小学校教育 

９        〃 

１０ 家庭や地域と連携した保育 

１１        〃 

１２ 保育におけるカウンセリングマインド 

１３        〃 

１４        〃 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

新・保育ライブラリ 保育の内容・方法を知る「幼児教育の方法」（北大路

書房）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


